
(CLINICALAPPLlCATIONS】

Symphytumofficinaleは,主に骨折に使用されます．

■骨

.且虹：骨折の際に，まず骨を正しい位置に整復しま

す．Symphytumは，骨の融合を促進させるため，

ずれたまま処方すると，そのままくっついてしまい

ます．またシュスラーの12組織塩のCalcareaphos‐

phoricaを併用することによって，さらに骨折の治

癒を早めることができます．Symphytumは，骨の

内側，Rutaは骨の外側に作用します．つまり，軟

部組織への打撲にはまずArnicaを使い，関節の靭

帯の外傷にはRhustoxicodendron，骨の外側まで

の場合はRuta，さらに骨の芯まではSymphytum

をよく使用します．背骨の外傷には，Arnicaに続

いてHypericumを使用します．

・骨腫瘍，骨肉腫

・過去の骨折部位の痛み

・顔の骨の悪性腫瘍

・骨膜炎：とくに長距離ランナーなどのスポーツ選手

に起こった場合．

■眼

・眼球の外傷：鈍傷によるもの．

・眼の外傷には，まずAconiteやArnicaを与え，次

にSymphytumを使うことがあります．

・眼球の痛み

項切断した四肢の痛み
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■睾丸の打撲

■過度の性交後の背中の痛み

■歯槽膿漏

EMODALITY】

国暖めること，ゆっくりとした動き

国外傷，忠部に触れること，圧迫，運動，過度の性

交など
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・Antidote：Cantharis

・Followswell：Arnica

Syphilinum梅毒の菌［破壊衝動］
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EBACKGROUNDj

Syphilinum梅毒は，梅毒トレポネーマ（Trepone-

mapallidumsubsppallidum）という細菌によって発

病する性感染症で，性行為によって，性器の粘膜や皮

膚を通して感染します．コロンブスが新大陸の発見と

ともにヨーロッパに持ち帰り，その後，爆発的に全世

界に広がったと言われています．

「梅毒」という名前の由来は，第２期に見られる赤

い丘疹が楊梅（ヤマモモ）の果実に似ているので，楊

梅瘡（ようぱいそう）と呼ばれたことから来ています．

英語のSyhilisは，16世紀のイタリアの詩人Fracas-

toroが，この病気の感染者シフィルスの詩を詠んだこ

とに由来します．ちなみに，かつては，イタリアでは

梅毒のことをフランス病と呼び，一方フランスでは，

梅毒をイタリア病と呼んでいた時期がありました．

梅毒トレポネーマは，直径0.1～０．２βｍ，長さ６～

２０〃ｍの，屈曲した６～１４旋転のらせん状菌です．

1905年に，ドイツのFritzSchaudinnによって発見さ

れました．暗視野顕微鏡で観察時の青い色彩から，

pallidLlm（英語のpale）の極名が与えられています．

1998年に全ゲノムのＤＮＡ配列が決定，公開され，細

胞への接着能を担うと予想される遺伝子群が見つかっ

ています．

梅毒トレポネーマ菌は，低酸素状態でしか長く生存
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蛋白濃度上昇などの異常だけの時期

2）急性祢稚髄膜炎（～２年）：頭痛，精ﾈ'１１錯乱

3）上部ﾈI'１経麻廊（～２年）：顔面，聴覚ﾈ111経麻蝉

第４川梅毒（進行麻嘩，５～７年，男性の症例が有

意に多い）：頭痛，めまい，人格障害，血管障害な

どが現れます．

脊髄癖（10～20年，男性の症例が多い）：進行性の

痴呆，疲労感，述動失調，脊髄根部癌痛，無反射症，

反射性瞳孔硬直などがあります．

gumｍａｓ（～15年）：ｇｕｍｍａｓ（ゴム腫）に鼻骨が

侵され，鼻が陥没することがあります．結節性梅毒

疹などの肉芽Iili，単球浸潤など．

妊娠中の女性が感染した場合，死産となったり，

誕生後すぐに赤ちゃんが死亡したりする確率が約

40％あります．母親が梅毒で治療されなかった場

合，あるいは母親が妊娠34週をすぎてから梅毒の

治療を受けた場合，そのような母親から生まれた赤

ちゃんは，４０～70％の確率で先天性梅毒になりま

す．初期または２期海毒を治療せずにおくと，胎児

にはほぼ１００％感染します．

先天性梅毒：

1）初期先天性jMj毒（誕生後～２年）：骨軟骨症，貧

血，肝Ⅲﾘ匝，ネ'1'経梅毒症状

2）後期先天梅毒（2年以降）：角膜炎，リンパ腺症，

肝脾腫，コンジローマ，貧血，ハッチンソン歯，

聴覚ﾈ'1'経障害，回帰性関節症，神経梅毒症状など

（有名な作曲家ベートーベンやシューベルトもそ

うでした.）
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できないために，感染は，菌を排１１)している感染者と

の，粘膜の接触を伴う性行為によります．また，感染

した妊婦では，妊娠10週からは胎盤を通じて胎児へ

感染し，先天梅毒の原因となります．

臨床症状は，感染後3週間程度の第１潜伏期を経て，

経時的にさまざまな臨床症状が出現していきます．

・第１期梅毒（3週目）：梅毒トレポネーマが侵入した

場所に硬性下痢ができます．硬性下府は，通常，小

円形で硬く，痛みがないのが特徴です．最初は，赤

い丘疹として出現しますが,急速に潰瘍となります，

潰瘍からの浸出液には，多量の梅毒トレポネーマが

含まれています．局所リンパ腺症が発現します．硬

性下病は，やがて自然に消えます．

．第２期祢毒（3週～３か月）：梅毒トレポネーマは，

血行性に全身に移行します．この時期の皮膚病変は

きわめて梅毒に特徴的なもので，確定診断がもっと

も容易になります．体の一部分あるいは多くの部分

で，通常かゆみがない発疹の出現で始まります．梅

毒で現れることがある発疹は多彩で，他の病気でも

同様な発疹が現れることがあります．梅毒性発疹，

発熱，全身倦怠感，筋肉痛，無）lii性のリンパ腺症，

粘膜疹，扁平コンジローマ，斑状の脱毛，髄膜炎，

食欲不振，頭痛などが現れます．

・前期潜伏梅毒（1年以内）：第２期の症状が再発しま

す．

・後期潜伏梅毒（1年以降）：無症状．外見上，何の

症状も見られなくても，病原体は体内に存在し，内

臓を侵出し始めています．脳，ネ[１１経，目，心臓，血

管，肝臓，骨，関節などが標的になります．

・第３期梅毒：

四心臓血管梅毒［心血管への移行］（10～30年）大動

脈瘤，大動脈弁逆流，冠状動脈動脈口狭窄などの症

状が出ます．

■杣経梅毒［中枢神経への移行］

１）無症状期（～２年）：脳脊髄液'１１の''1血球数，総

、
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Syphilinumは，治療歴のない梅毒患者の硬性下りfl：

から漿液を採取して滅菌し，純水に溶かしたものを原

料とします．

[F1RSTPRdWi1lNG蝋

1880年に,ｱﾒﾘｶ人のSamuelSwanによってプ

ルービングされました（『MateriaMedicaof

Nosodesル．
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Syphilinumタイプは，記憶力と集中力が弱い人に

効果的です．年齢よりも老けて見えます．赤ちゃんで

も老人のような顔つきをしていることがあります．見

た目は平静を装っていますが，強い不安感をもってお

り，破壊衝動をもつ傾向があります．強迫観念をもち，

病原体を怖れますので，手を洗いだすと止まらなくな

ったりします．



気性が激しく，執念深い性格で，他人から暴力を受

けたり反対されると，暴力的な破壊行動に出ます．そ

ういった行動の後は落ち込み，さらに内向的になり，

自暴自棄へと進んでしまいます．飲酒や喫煙，ドラッ

グなどが大好きです．根本的には，家族の自殺やアル

コール中毒，ドラック中毒，先天的な疾患などといっ

たものが関与している例が見られます＿

いられなくなります．

・強迫性障害：清潔に対する強迫観念行動，手を洗い

続けるなど

・アルコール中毒症

・誇大妄想癖

■その他

・潰瘍化：辺縁が硬い潰瘍です．再発性の膿瘍や潰瘍

痛みのない関節症

・斜視

・脱毛

・膿瘍

・骨膜炎，骨炎：骨の痛みが，とくに頭蓋骨と長骨に

起こります.長骨の中でも脛骨はもっとも敏感です．

夜に悪化します．ベッドの温かさで悪化します．冷

湿布で楽になります．

・骨関節炎：とくに膝

・成長病

・骨髄炎

・鼻や口腔内腫瘍

・口蓋裂，’1唇裂

・便秘

・精管の硬結

・動脈瘤：補助的に使用することがあります．

【AFFlNlTY9

Syphilinumは，主に粘膜，神経，骨に親和性があ

ります．

【CLINlCALAPPLICATIONS】

・梅毒感染歴のある場合

第１期と第２期においては，必ず抗生物質の使用を

行います．第３期以降の場合には，不可逆性の神経

症状を除いては，レメディを考慮します．

・梅毒感染歴のない場合

■神経系

・頭痛：脳の深い所で起こっているような感じの痛み

です．頭痛の最中は非常にイライラします．夜間，

起きるので睡眠を妨げます．舌を突き出すと痛みが

悪化します．痛みはゆっくり始まり，ゆっくり鎮ま

る傾向があります．

・神経痛

・恐怖症：病気を怖がります.とくにウイルスや細菌，

寄生虫などの病原体を非常に怖れます．

・不眠症：午前２～４時頃に目が覚めてしまいます．

朝６時頃まで眠れません．夜中に頭痛になります．

夜，寝床で落ち着かなくなると，足を動かさずには
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曰ゆっくりとした動きや散歩，体位を変えること，

山などの標高の高い場所など

曰午前２～４時，道，日没から日の出まで，極端な

寒暖，海岸など


